
教育研究等活動状況調査書《見本》 
（その１） 

履 歴 書 

フ リ ガ ナ

氏     名

フ リ ガ ナ

〇 〇 〇 〇
㊚・女 

生年月日

(年齢) 
昭和××年△△月■■日生 (満〇〇歳) 

学 歴 

年 月 事 項 

 昭和〇〇年〇〇月 〇〇大学〇〇学部〇〇学科入学 

昭和〇〇年〇〇月 〇〇大学〇〇学部〇〇学科卒業 

昭和〇〇年〇〇月 中学校教諭一種普通免許 (科目: 〇〇) 昭和〇中一種普〇号(〇〇教育委員会) 

昭和〇〇年〇〇月 高等学校教諭一種普通免許 (科目: 〇〇) 昭和〇高一種普〇号 (〇〇教育委員会) 

昭和〇〇年〇〇月 〇〇大学大学院〇〇研究科〇〇専攻修士課程入学 

昭和〇〇年〇〇月 〇〇大学大学院〇〇研究科〇〇専攻修士課程修了(〇〇修士) 

昭和〇〇年〇〇月 〇〇大学大学院〇〇研究科〇〇専攻博士課程入学 

昭和〇〇年〇〇月 〇〇大学大学院〇〇研究科〇〇専攻博士課程単位取得後退学 

平成〇〇年〇〇月 博士(〇〇学)の学位取得(〇〇大学・学位記番号・学位論文題名を記入) 

職 歴 

年 月 事 項 

昭和〇〇年〇〇月 〇〇大学○○学部○○学科講師(科目名: ○○○○)  (昭和○○年○○月まで) 

昭和〇〇年〇〇月 ○○大学○○学部○○学科助教授(科目名: ○○○○)  (昭和○○年○○月まで) 

昭和〇〇年〇〇月 
(文部省)教員資格審査 名城大学○○学部○○学科助教授 可 

(科目名 ○○○,○○○・・・すべて記入) 

昭和〇〇年〇〇月 名城大学○○学部○○学科助教授(科目名: ○○○○)  (平成○○年○○月まで) 

昭和〇〇年〇〇月  名城大学在外研究員として○○大学へ長期留学  (平成○○年○○月まで) 

昭和〇〇年〇〇月 ○○県立大学○○学部非常勤講師(科目名: ○○○○)  (平成○○年○○月まで) 

昭和〇〇年〇〇月 
(文部省) 教員資格審査 名城大学大学院〇〇研究科〇〇専攻助教授 (修士課程) 

 M○合(科目名:○○○,○○○・・・すべて記入) 

平成〇〇年〇〇月 名城大学○○学部○○学科教授（科目名：○○○○)  （平成19年3月まで） 

平成〇〇年〇〇月 名城大学大学院○○研究科○○専攻（修士課程）教授（科目名：○○○)  （現在に至る） 

平成〇〇年〇〇月 名城大学○○学部協議員  (平成○○年○○月まで) 

平成〇〇年〇〇月 名城大学○○学部○○学科長  (平成○○年○○月まで) 

平成〇〇年〇〇月  
(文部科学省)教員資格審査 名城大学大学院○○研究科〇〇専攻教授(博士課程) 

D○合(科目名: ○○○,○○○・・・すべて記入) 

平成〇〇年〇〇月  名城大学大学院○○研究科○○専攻(修士課程)教授(科目名:○○○)   (現在に至る) 

平成〇〇年〇〇月  名城大学大学院○○研究科○○専攻主任  (平成○○年○○月まで) 

平成〇〇年〇〇月  名城大学○○学部長 

平成〇〇年〇〇月  名城大学大学院○○研究科長 

平成〇〇年〇〇月  名城大学評議員 

平成１９年 ４月 名城大学○○学部○○学科教授(科目名: ○○○○)  (現在に至る) 

現所属部署等における委員（過去５年のもの） 

年 月 事 項 

平成〇〇年〇〇月 ○○大学○○学部教務委員長   (平成○○年○○月まで) 

平成〇〇年〇〇月 ○○大学○○学部入試委員  (平成○○年○○月まで) 

平成〇〇年〇〇月 大学○○学部将来問題検討ワーキング・グループ委員   (平成○○年○○月まで) 

現所属等における，その他の管理運営業績（過去５年のもの） 

年 月 事 項 

平成〇〇年〇〇月 〇〇大学○○学部入試説明会チーフとして入試説明会を統括した。   (平成○○年○○月まで) 

平成〇〇年〇〇月 〇〇大学○○学部高校訪問メンバーとして○校の高等学校を訪問した。  (平成○○年○○月まで) 

平成〇〇年〇〇月 〇〇大学○○学部出前講義(〇〇県立〇〇高等学校：〇〇について)ほか〇件   (平成〇〇年〇〇月まで) 

【記入上の注意事項】 

現在に至る生涯履歴を全て記入してください。 

・博士課程を出て博士号を取得していない者の学歴は，「博士課程単位取得後退学」と記入。

・大学の別科，専攻科については「学歴」欄に，研究生，聴講生等は「職歴」欄に記入。

・学位，称号の他，弁護士，医師，歯科医師，薬剤師，看護師，教員等の資格についても「学歴」欄に

記入。この場合，登録番号も付記。

・外国における資格については正確に記入するとともに，その資格の内容について併記。

・外国留学については，学生としての留学の場合は「学歴」欄に，研究者としての留学の場合は

「職歴」欄に記入。

過去５年間の状況を記入してください。 

・各所属部署における委員会名，役職を記入。

例：教務委員長・学生委員長・就職委員長・入試委員長など

教務委員・入試委員，教務・入試以外の委員，上記以外の座長，委員など 

過去５年間の状況を記入してください。 

・学部等が必要に応じて設定した項目に応じて記入。

例：一般入試問題作成委員，推薦入試問題作成委員，高校生を対象とした学部体験主催行事担当

教員，入試説明会等の参加，高校・予備校訪問など 

現在に至る生涯履歴を全て記入してください。 

・職名，地位等についても明記。なお，過去における大学設置・学校法人審議会（旧大学設置審議

会を含む。）の教員組織審査において教員の資格があると認められた者は，同欄に当該教員組織

審査に係る大学名，審査の年月，専任・兼担・兼任，職名及び担当授業科目名（大学院にあって

は，判定結果（合・合・可）を記入。

・「職歴」は，各職歴について，在職期間が明確になるように記入。なお，現職について

は必ず「現在に至る」と明記。

・自営業主婦，無職等についても省略しないで「職歴」欄に記入。

・大学の教員の職歴については，主な担当科目を（  ）で付記。 

・担当科目に直接関係のある職歴については，できるだけ具体的に記入。 （例  看護学科の教

員で看護師経歴のある者の当該看護師時の勤務病棟等）

・平成19年4月の新教員組織への移行に伴う対応は，左記または以下のように記入。

《事例》

平成１９年 ４月 名城大学○○学部○○学科准教授(科目名: ○○○○)  (現在に至る) 

平成１９年 ４月 名城大学○○学部○○学科助教(科目名: ○○○○)  (現在に至る) 

平成１９年 ４月 名城大学○○学部○○学科講師(科目名: ○○○○)  (現在に至る) 

平成１９年 ４月 名城大学○○学部○○学科助手(科目名: ○○○○)  (現在に至る) 
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（その2)

教育上の能力に関する事項

1 教育方法の実践例
（教育内容・教育方法面の取組）
・教育目標の達成度（合格率）

の向上

教育研究活動状況報告書

年 月日

平成00年0月
～平成00年0月

令和 年 月 日

氏名

概 要

①当該教育方法を実践した科目を併記する。
く記人例＞

印

·00大学大学院00研究科00専攻修士課程の教授と
して担当の「0000論」 （専修科目，0年次配当，
半期，必修0単位）において実践した。

②実践例の具体的な内容について，当該教育方法を実践
したことの効果も含めて200字程度で記入する。

く記入例＞
・当該科目の履修者の相当数において，00学会におけ

る論文・ポスタ ー発表を促進したところ，多数の学生
が意欲的な取り組みを展開し，うち，2名は学会にお
いて最優秀賞1名，奨励賞1名の受賞者を輩出すること
ができた。この波及効果により，継続的に学会発表等
に対する意欲的な姿勢が醸成された。

・メ ー リングリストを浩用した［平成00年0月 j • OO大学00学部00学科の教授として担当の「OO
授業のサポート ～平成00年0月 00論J （専門科目，0年次配当，半期，必修0単

位）において実践した。

（成績評価での取組）

・教員と受講者全員のメ ー リングリストを開設・登録
し，これを用いで情報提供，質問回答や指導を行っ
た結果，以下の改善が行われた。

(1)学習者が課外の学習を行う際に出た疑問点やトラ
ブルに対し，次の授業まで待たずに質問し、相談し，
解決することができた。
(2)初心者共通のトラブルとその解決の共有によっ
て，他の受講者は同じトラブルを経験せずに済んだ。

(3)学内のインフォ ーマルな閉じた電子社会で，技術
的な点だけではなく，電子社会のマナーやエチケット
を身に付けるごとができた。

....、.........................................-···················-·················

·00大学00学部00学科の教授として担当の「00
00論」 （専門科目，0年次配当，半期，必修0単

・課題·レポ ー トの活用による
I

平成00年0月 1 位）において実践した。
学習効果の向上 ～平成00年0月 ・毎時限の最後にレポート課題を含んだ次回講義内容の

解説資料を渡し，次回講義の2日前までに「予習レポ
ート」を提出させた。レポー トは3段階で評価し，講
義の冒頭で返却した。これにより学生は目的を持って
授業に参加でき，教員は学生の理解度に配慮した授業
設計ができた。 レポートを課すグル ー プの試行結果か
ら，「予習レポー ト」は教育且標の達成度向上に効果
があることが分かった。・・［

学
習．に対矛る支援了．．．．．．．．．．．．．．．．”．...I.........................."........“. "..... 

I
....00天学ご己学部ご0学科の教授．と［そ羹践じた．．:.................

・シラバスを活用して，オフィスアワ ーの開設を周知し
・オフィスアワ ーの活用による 平成00年0月 た結果，毎授業後，学生が関心を持って，質問や授業

教育効果の向上 ～平成00年0月 1 の進め方について，ディスカッションできる環境を構
築することができた。その成果として，学生の授業に
対する動機付けが明確になったことが分折結果として
得られた。
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【記入上の注意事項】
---- - →

担当授業科目に関連する教育上の能力に関する

事項及び職務上の実績に関する事項を年月日順

（過去→現在）に簡潔に記入してください。

現在に至る状況を記入してください。

。学部， 大学院における実践例に係る以下の取り組みについて記入。
1)学生が理解するための努力（授業の工夫，教材開発）
2)新しい事例研究への取り組み
3)授業内容が実務教育に関連する場合の指示
4)新しい学問分野の授業への導入状況
5)小テスト，レポー ト課題の提出と添削
6)マルチメディア機器等の利用
7)学外授業の実施状況
8)卒業論文等の指導，ゼミ合宿等の実施状況
9)フレッシュマンセミナーなどの実感教育による教育指導の実践状況
10)シラバスに沿うテキストの作成状況，教科書以外の教材利用

【1)~10)に対応する代表的な事項例】
► 演習・実習の効果的な活用
► 教育におけるE-mail利用
ン マルチメディア技術の利用
► 講義内容のWeb上での公開
► 遠隔技術の利用
► 視聴覚教育技術の利用
► 市販教材の活用の工夫
► 体験型学習の導入
► 双方向授業の実践
ン デイベート，ディスカッションの導入
► プレゼンテー ションの導入
► ティ ーチング・アシスタントの活用
► 学生の授業評価の活用とそのフィー ドバック
ン その他，教育効果を高めるための取り組み

現在に至る状況を記入してください。

・学部大学院における実践例に係る以下の取り組みについて記入。
1)成績評価方法や評価基準の学生に対する周知状況
2)多様な成績評価の導入状況（レポー トや小テストの活用状況及びその機能状況）
3)合理的な成績評価基準の設定

【1)~3)に対応する代表的な事項例】
► 課題・レポー トの活用（効果的な題材，評価方法等，工夫点について）
► シラバスの活用

現在に至る状況を記入してください。

。学部大学院における実践例に係る以下の取り組みについて記入。
1)シラバス等による指示の実施状況（予習・参考文献）
2)オフィスアワ ー の実施状況，学生の利用状況

【1)~2)に対応する代表的な事項例】
► シラバスの活用
► 学生の授業外における学習促進のための取り組み



2 作 成した教科 書，教材

00学実習 画 像集 平 成00年0月 ～
平 成00年0月

3 教 育上の能力に関する大学
等の評価

00年度学生による授業評価ア 平成00年00月

ンケート

.....................................................,........................,.....................,..囁,..,.................,...,.... ＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

00年度教育 優 秀 職 員表彰 平 成00年00月

4 教 育の質の向上及び改善の
ための取組 K: 

「同 僚に 学ぶ」をテ ー マとした 平 成00年00月

「公開 授 業」の実施

日

6 その他

•国家試験問題の作成
...............................................“......................,·▲............................................................ 

•特色あ る大 学教育 支 援プログ
ラム審査委 員

①当該教育方法を実践した科目を併記する。
く記入例＞

平成00年0月 ～ ． 00大学00学部00学科の教授として担当の「00

平成00年0月 00論」（専門科目，0年次配当，半期，必修0単
位）において実践した。

②教材の使用目的，具体的内容を200字程度で記人す
る。

く記入例＞
・スライドをCCDカメラで撮影して， コ ンピュ ータ上で

供覧できるようにした。この画像集は実習中，自由に
学生が供覧できるようにし，希望者にはコピーを許可
した。この画像集と教科薔により，学生は自宅で使用
する標木を見な がら復習することが可能となった。

く記入例＞
平成00年度に実施された授業評価アンケー トによ れば，
担当科目に対する質問項目全体の肯定的評価の平均値が，

こ］

↑

学生による授業評価ア 1 平成00年00月 所ゎ9可：；言9:````‘ナ

き
な
く

とし:｀□，ヽ
たh`: 「

ミ

ここ
に集中できる環境整備」， 「授業の中での重要なポイント
の明示」など多数の項目にあって，満足度指数が極めて高
く，総合的な 質問項目に関して、 学部および全学の平均値
を顕著に上回っていた。 (XX. X~XX. X) 
●ヽ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．腎．．．．．．＂．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．ー••,..........,.................................................、...、..................................................................

く記入例＞

平成00年00月 | 00学部において，学生の実践力を高める教育として，
マルチメディア教材によるインタラクティプな 授業を実
施 し，恒常的に学生とのコミュニケ ー ションを図る環境
を整備した結果，学生の理解度が格段に向上し，学部所
属の他の教員の模範となるところが大き く，現在，00

学部のスタンダード手法となりつつある。この成果に対
して，本学教育優秀職員表彰要項に基づき ，大学 協議会
の議を経て，学長から表彰された。その成果を取り纏め
て，学会へ教育成果論文として掲載され，大き な反響を
得ている。
く記入例＞

言：

こ

芦贔冒：こ：ぃ：よ言：し二言、ドご
「同僚に学ぶ」をテ ー マとした 平成00年00月 らの意見を踏まえて，授業改善に繋げている。

「公開授業」の実施 I I具体的な 改善の取り組みとしては，学生の実感的教育を
重視して，フィー ルドワ ー タ的な要素を多分に盛り込ん
だ結果， 学生が授業に対して意欲的に取り組む姿勢がみ
られるようになった。
く記入例＞
これまでの0000研究などの成果・実績をもとに，全

各地の00センター等での00 平成00年00月 巴：：：：9，•こ口；
一

区言::贔：；；：二；：言り［「

く
ミ

こ
00に関する講演・セミナ ー 研 例もあり，改めて学校経営等に関する見識の重要性が検
修会講師 証され，現在も継続的に広くその思考法・手法の普及に

努めている。

2 作 成した教科書，教材

00学実習画像集

3 教育上の能力に関する大学

等の評価

00年度教育優秀職員表彰

4 教育の質の向上及び改善の
ための取 組

5 実務の経験を有する者につ
いての特記事項

6二三三

三

：題:戊 ；／□三：二：：二 ！：罪戸圭｀：：：：：（：：プ：：：：：：：：委：を担

「
ミミこ：

く記入例＞
•特色ある大学教育支援プログ 1平成00年0月 ～1特色ある大学教育支援プログラム（グルー プ1)の審査

ラム審査委員 平成00年00月 委員を務めた。
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